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訳者の 序文 

歴史的、 文化的に みて、 日本と イスラー 厶 世界は ほとんど 没交渉で あつたと 
いつても 決して 過言では ない。 交渉が 始められ たのは 最近の ことで あり、 そ 
れも 不幸に しても つ ばら 経済的な も のに 終始して いる のが 現状で ある。 研究 
の 領域に おいても、 近来 真 撃な 研究者た ちの 多方面に わたる 成果が 徐 々に 発 
表されつつ あるが、 研究の 伝統の 浅い わが国に おいては、 いまなお 基本的な 
。 文献の 研究、 紹介が 不可欠な 段階に あると いえる 

イスラー 厶 世界の 根幹を なす 宗教 イス ラーム それ 自体に ついても 事情は 同様 
である。 イス ラームの 第 1 の 基礎は もちろん 『聖ク ルアー ン』 である。 幸いに 
して これには すでに いくつかの 翻訳が あるた め、 一般の 読者に も 原典に あた 
る こと が 容易 になつ た。 しかし 言語 的 にも まつた く 異なつ た アラビア 語で、 
預言者 ムハンマドを 介して 啓示され たこの 聖典は、 異質の 発想、 奇異な 表現 
を 多く 含んで おり、 環境、 発想を 異にする 日本人には、 適当な 注釈書な しに 
は なかなか 理解し にくい。 このような 努力は、 残念ながら これまで 少しも 払 
われな かつた ので ある。 『ク ルアー ン』 以外に も イス ラームには その 礎と な 
り、 その 聖典 理解の 鍵と もなる 預言者 厶 ハン マ ドの 言行を 記した 伝承 （hadit 
h ) が あるが、 彪大な 量に のぼる 預言者の 言行録 も、 これまで ほとんど 紹介の 
労が とられて いない。 このような 事情が、 わが国に おいて イスラー 厶 理解の 
。 大きな 障害と なつて いるのは 否めない 事実で ある 

千 数百 年 前、 日本で いえば 聖徳 太子の 時代に 啓示され た 『ク ルアー ン』 を 基 
幹と する イスラー 厶 という 宗教が 破竹の 勢いで 中東 地域を 中心に 広がり、 今 
なお 7 億 あまりの 人々 に 信奉され ている 秘密は一 体 何であろう か。 厶 スリムが 



多数を 占める イス ラーム 世界に おいて、 イス ラームは たんに われわれの 理解 
する かぎりでの 宗教に とどまらず、 あらゆる 分野に おける 知的 活動の 発想の 
根元 ともなつ ている ので ある。 イス ラーム 精神の 現代の 状況への 適用と いう 
点では、 意見に 相違が 見られる ものの、 その 源で ある イス ラームに たいして 
、 人々 は 確固と した 忠誠 心を 持ちつ づけて いるので ある。 この 秘密を 知る に 
はとに かく 原典に あたる しかない。 『ク ルアー ン』 の 翻訳が すでに 存在す る 
今、 さしあたり 必要な のは、 単に 宗教 的な 側面 ばかりでなく、 社会的* 文化 
的* 道徳的と いつたす ベての 側面を 包含す る イス ラームと いう 宗教の 本質を 
端的に 指示し、 説明す るよう な 原典の 翻訳であろう。 このような 観点から す 
ると、 同じ 趣旨に 基づき 編まれた アンナ ワウ ィーの 『40 の 伝承 集』 の 翻訳は 
。 、 時宜に かなつ たものと いいうる ので ある 

ここで 伝承と 訳された ハ デ ィースは、 アッ ラーから 啓示 『ク ルアー ン』 を 下 
された 預言者 ムハンマドの 言行を 伝えた 記録で ある。 この類い まれな、 世に 
容れ 6 れた 預言者は、 その イス ラームに 関する 深く 正しい 理解に 基づいて、 
『ク ルアー ン』 の 精神を 日々 の 言動のう ちに 見事に 結晶 させて いる。 このよ 
うな 観点から ムス リムは、 アッ ラー 自身の 言葉で ある 『ク ルアー ン』 の 内容 
に 厳密に 従う と 同時に、 その 精神の 正しい 具体化と いえる 預言者 ムハンマド 
に まつわる 伝承の 内容に 従う ことを 要請され ている ので ある。 ちなみに この 
伝承の 内容は、 信者に より 「踏み 従われるべき 道」 という 意味で、 アラビア 

語では スン ナ （ sunnah ) 

と 呼ばれて おり、 本書に おいては 簡単に 「言行」 と 訳されて いる。 信者た る 
者が この 言行に 従うべき 根拠と しては、 『ク ルアー ン』 が 次のように 指摘し 

。 ている 
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使徒が あなたがたに 与える ものは これを 受け、 あなたがたに 禁じる ものは、 

) 避けなさい。』 （ 第 59 章 7 節 

おりにふれて 信者たち に 示された 預言者の 言行は、 聖典 『ク ルアー ン』 の 精 
神の 適切な 具体化と して、 簡明に して 強い 説得力を 持つ もので あつた。 それ 
は 信者たち に とりや や 難解な 『ク ルアー ン』 を 真に 理解す るた めの 鍵と なつ 
たので ある。 先に あげたよ うな 理由から、 イス ラームに おいては 伝承の かた 
ちで 後代まで 伝えられた 言行は、 『ク ルアー ン』 を 補足す る 位置に ある。 し 



たがって 伝承に 関する 正しい 理解は、 ムス リムが 自らの 信仰を 完成す るた め 
に 必須の ものであると 同時に、 一般 識者が イス ラーム ならびに イス ラーム 世 
。 界に 正しい 認識を もつ 上で、 必要 不可欠の ことなの である 


イス ラームに とり 基本的な 資料で ある 伝承 研究は、 イス ラーム 学の 中で一 専 
攻 科を なして おり、 その 蒐録 にあた つては、 古来 それ 以上 期待し えない ぼ ど 
の 厳密な 配慮が なされて きた。 口伝 的な 性格を もつ ものは、 えてして 伝承 者 
の 恣意 により 勝手な 改竄が 行なわれる 可能性が 強い。 しかし 学者たち は 本文 
( matn ) の 前に 必ず 長い 伝承の 鎖 （ sanad ) を 付し、 本文の 内容が イスラー 
厶の 精神に 合致す る もの か 否か、 伝承の 鎖が 完全 か、 個々 の 伝承 者に 人格 的 
な 欠陥は ないか 等々 の 問題を 多くの 角度から 検討して、 一々 の 伝承の 信憑 度 
を 定めて いる。 これまで 個人の 言行に 関して これほど 厳密な 研究が なされた 
例を 知らないが、 本書に 引かれた 諸 伝承は とりわけ 信憑性の 高い もので あり 

。 、 疑念の 余地を さしはさみえない 

先に も 述べた ように、 預言者の 伝承 集成は 彪大な 量に のぼつ ている。 アル ブ 
ハーリー、 厶スリ 厶 等の 碩学が 生涯を か けて 鬼 集し た 伝承 集成には 多種 ある 
が、 ここでは 煩を 避けて 言及を 控えて おく ことにする。 とまれ 浩 翰な これら 
の 集成は、 決して 一般の 人々 が 読み進める 点で 便利な ものでは ない。 したが 
つて 原著者が 序論で 指摘 している ように、 多くの 学者たち が 小冊子の 伝承 集 
を 編んで いるが、 僅かな 伝承を もとに イス ラームの 総合的な 理解を 意図した 
本書は、 さしあたり 格好の 翻訳の 対象と いえよう。 ちなみに 本書の 著者は イ 
マー 厶， ヤフ ヤー • イブ ン， シャラフ ッ ディーン • アンナ ワウ ィーで、 ヒジ 
ユラ 暦 676 年に 他界して いる。 13 世紀に 編まれた この 伝承 集は、 その 簡明に し 
て 綜合 的な 性格の ゆえに、 以後 ひろく イスラー 厶 世界で 愛読され つづけて い 
る。 本書は 1976 年に P イブ ラー ヒー 厶 • D* ジョンソン = ディヴ ィス 両 訳者 
の 手に より ダマスカスから 英訳が 出版され ている が、 翻訳、 註の 点で この 訳 
。 書を 活用した ことを 付記して おく 


最後に 翻訳の 技術的 側面に 関して 若干 付記す る。 翻訳に あたつ ては、 なる ベ 
く 原義に 沿うよう に 努めた が、 それが 不可能な 場合、 カギ カツコで 補足した 



なお、 註は 煩雑を 避ける ため 最小限に とどめた。 また イー マーン、 イ フサ ー 
ン等 適当な 訳語が 見つからず、 原語が イス ラームの キイ • タームと して 重要 
。 な ものである 場合、 アラビア 語を そのまま 転記す るに とどめた 

。 本 訳書が 正しい イス ラーム 理解の ための一 助と なれば 望外の 幸せで ある 

黒 田 壽郎 


イマーム* アンナ ワウ ィーの 序文 

讃え あれ アツ ラー、 万世の 主、 諸 天と 大地を くまなく しろしめし、 万物を 宰 
ベら れる御 方。 まぎれ もない 徴、 明白な 証を もって 正しい 導きを 広め、 宗教 
の捉を 説く ために 遣わされた 御 使いたち の 派遣 者。 アツ ラーよ、 これらす ベ 
ての 御 使いに 祝福と 平安を 授けた まえ。 また 私は、 その 恵みた もうす ベての 
恩 籠の ゆえに 心から アツ ラーを 讃 え、 いやます 恩恵、 慈愛を 乞い 願う 者で あ 
る。 また アツ ラーの 他に 神は なく、 アツ ラー こそは 並びない 唯一 の 神に して 
、 凌 威 この 上 もな く、 惜 みない 恩恵と 赦 しの 与え 手で ある ことを 誓言す ると 
ともに、 われわれの 長 ムハンマドが アツ ラーの 下僕、 御 使いで あり、 その 賞 
で 愛した まう 者で あると 証言す る。 厶 ハン マ ドは いつの 世まで も 奇蹟たり つ 
づける 尊き クル アーン と、 導きを 求める 者み なに 光明を 投げ かける その 言行 
の ゆえに、 格別の 栄誉を 授けられた、 よろずの 被 造 者に 優る 者で ある。 われ 
われの 長 ムハンマドは、 その 確た る 言葉、 宗教 的 実践に 示した 寛容の 精神に 
おいて 比類のない 者で ある。 アツ ラーよ、 彼と その 余の 預言者たち、 御 使い 
たち、 ならびに 彼らの一 族の すべてと 他の 敬虔な 信者たち に 祝福と 平安を 授 

。 けた まえ 

次に 引く アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 の 言 
葉は、 アリー. イブ ン. アブー. ター リブ、 アブ ドツ ラー フ. イブ ン. マス 
ウー ド、 ムアー ズ* イブ ン* ジャパ ル、 アブ ツ= ダル ダー ウ、 イブ ン* ウマル 
、 イブ ン. アツ バース、 アナス* イブ ン. マー リク、 アブー. フライ ラ、 ア 

ブ ー • サィード =ル= フ ドリ ー 

— アツ ラーよ 彼ら すべてを 嘉し たまえ一 の 権威に 基づき、 さまざまな 伝承の 
。 鎖を 経て 種々 のかたち で 伝えられ ている 
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われらが 民の ため、 その 宗教に 関する 40 の 伝承を 記憶し、 伝えた 者は、 審判 
「。 の 日に アツ ラーに より 法学者、 宗教学 者の 一員に 加えられる であろう 

他の 伝承に よれば 〔後半の 部分は〕、 「アツ ラーは 審判の 日に 彼を 法学者、 
宗教学 者と なされる であろう」、 となつ ている。 また アブ ツ= ダル ダー ウの伝 
承では、 「審判の 日に 私は 彼のと りなし 手、 証人と なろう」、 イブ ン. マス 
ウー ドの 伝承では、 「彼は 伝えられる であろう。 『望みの 門から 楽園に 入れ 
』 」 となつ ている。 イブ ン‘ ウマルの 伝承は、 「宗教学 者の 一人と して 登録 
され、 来世に おいて 殉教者と して 生れ かわる であろう」 としてい るが、 伝承 
学者たち は、 この 伝承には 数多くの 鎖が あるが、 信憑性の 弱い ものであると 

。 いう 点で 意見が一 致して いる 

宗教学 者たちー アツ ラーよ 彼らを 嘉 した まえ一 は、 このような 趣旨から 無数 
の 著書を 著して いる。 私の 知る 限りでは、 最初に このような 著作 〔40 の 伝承 
の 編著〕 を ものした のは アブ ドツ ラー フ- イブ ヌ =ル= 厶 バー ラクで あり、 つ 
いで 神性に ついて 通暁した 学者 イブ ン. アス ラム. アツ ト ゥーシー、 アルハ 
サン. イブ ン. スフ ヤーン • アン ナサ ー イー、 アブー. パク ル • アルア ージ 
ュツリ ー 、 アブ ー • バ クル • ムハンマド • イプ ン* イプ ラー ヒー 厶* ア ルイ 
スフ ァ ハーニー、 アツ ター ラク ト ニー、 アルハ ー キム、 アブ ー • スア イム、 
アブー. アブ ドツ ラフ マーン. アツ スラ ミー、 アブー. サイード. アルマー 
リー ニ ー 、 アブ ー. ウス マーン. アツ サーブ ーニ ー 、 アブ ドツ ラー フ. イブ 
ン- ムハンマド* アル アンサー リー • アブー • パク ル • アル バイ ハキ ー等、 

。 上代、 後代を 通じて 無数の 人々 がこうした 著述を 行なつ ている 

私は、 これら イス ラームの 卓越した 指導者、 宗教の 護り 手を 模倣して 40 の 伝 
。 承を 編む にあたり、 至高の アツ ラーの 良き 導きを 求めた 

宗教学 者は、 それが 善行に 関わる ものである 限り、 信憑性の 弱い 伝承を も 実 
行に 移す ことを 許して いる。 ただし 私は そのような 伝承に よらず、 御 使い一 
アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 の 正しい 伝承に のみ 依拠した。 〔 
その 中には 次の ような 言葉が ある。〕 「なんじら の 証人には、 その 場に 居 合 
せぬ 者に 〔真実を〕 伝えさせよ。」 また 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安 
を 与えた まえ一 の 言葉には、 つぎの ような もの も ある。 「アツ ラーよ、 私の 



言葉を 耳に して それを 心に 誦ん じ、 耳に した そのままを 伝える 者 〔の 顔に〕 
輝きを 与えた まえ。」 また ある 宗教学 者たち は、 宗教の 基本 要項 または それ 
から 分れた 諸 細目、 例えば 聖戦 や 禁欲的 修行、 あるいは 立 居 振舞いの 規範、 
説教と いつた 特定の 問題に 関して 40 の 伝承を 編んで いる。 これらの 著述は す 
ベて 正しい 意図の もとに 成されて おり、 このような 意図を もつ 者は アツ ラー 
の 御 心に かなう 者と いえよう。 ただし 私は、 この 40 の 伝承の 編著を 先に あげ 
たものより 一層 重要で あると 考えて いる。 40 の 伝承は 上述の 趣旨 すべてを 包 
合し、 同時に その一々 の 伝承は、 宗教学 者が 「イス ラームの 要」、 「イスラ 
一厶の 大半」、 「イス ラームの 3 分の 1」 等と 述べた ような、 偉大な 宗教 的 礎 
の一 つに 当る ものでなくて はならない。 さらに この 編著に おいては、 各々 の 
伝承は 真正 疑うべからざる もので あり、 その 大半が アル ブ ハーリーと ムス リ 
厶の 『サ ヒー フ』 から 引用 さるべき であろう。 引用に あたり 私は、 アツ ラー 
の 御 心の もとに 暗誦を 容易な らしめ、 その 利益を さらに 一般的な ものと する 
ために、 〔煩雑な〕 伝承の 鎖を 記す ことを せず、 後に 難解な 表現を 明らかに 

。 する 註釈を 付した 

来世に 心を 至す 者は すべて、 ここに 引かれた 諸 伝承に 精通し なければ ならな 
い。 これらは きわめて 重要な 事柄を 含んで いると ともに、 〔アツ ラーにたい 
する〕 従順の 諸相に 関する 警告を 備え もつ ている の だから。 問題を 熟慮す る 
者に とつて は、 ことは 明白で ある。 ひとえに アツ ラーを 信じ、 アツ ラーの み 
に鎚 り、 帰依した てまつ る。 讃 嘆と 恩寵の 主にして、 成功と 〔誤謬を 許さぬ 

。 〕 清浄 さの 源た る 御 方に 


第 1 の 伝承 

信者たち の 長 [1]、 アブー • ハ フス • ウマル • イブ ヌ =ル= ハツ ター ブ [2]— アツ 
ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威 [3] による。 彼は 伝えて いる。 私は アツ ラーの 
。 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 が 言われる のを 聞いた 

行為と は 意志に も とづく もので あり、 人は みな 自ら の 意志し た 事柄の 所有者 
である。 したがつ て アツ ラーと その 御 使いの ために 聖遷に 参加した 者は、 ア 
ツ ラーと その 御 使いの ために 聖遷 [4] を 行なつ たので あり、 現世の 利益、 結婚 



相手の 女の ために 聖遷に 加わった 者は、 それらの ために 聖遷を 行なっ たにす 

。 ぎない 


この 伝承は、 伝承 学の 大家で ある 2 人の イマーム、 アブー. アブ ドッ ラー フ- 
ムハンマド • イプ ン* イス マ ー イ ー ル* イブ ン* イブ ラ ー ヒ ー 厶* イブ ヌ= ル 
= 厶ギー ラ • イブ ン. バルデ ィズパ • アル ブ ハーリーと、 アブ =ル= フサ イン 
• 厶 スリム • イブ ヌ =ル= ハ ッジ ャー ジ， イブ ン* 厶 スリム • アル クシ ャイ リ 
— アンナ イサ ー ブ ー リ ー の 各 『サヒ ー フ』 [5] 中に 記載され ている。 ちなみ 
にこの 両 『サ ヒー フ』 は、 著述 [6] の 中で ももつ とも 信憑性の 高い ものと いう 

。 評価を うけてい る 


:註 

アミー ル •ル • ムウ ミ ニーン/信者 たちの 長とは、 カリフた ちに 与えられる 

。 呼称 

第二 代 目 正統 カリフ Y 
r 

直接 預言者から 伝承を 耳に している 人物を 権威と した。 伝承は 普通 以下の よ 
う な 鎖 (伝承 27 註 (3) 参照) を 持つ ている。 「 この 伝承は E により 伝えられ 
たもので ある。 E は D から、 D は C、 C は B、 B は A から 伝え聞き、 A は預 
言 者が 言われる のを 聞いた。」 この場合、 もちろん A が 権威と なる。 ち 
。 なみに 本書では 煩雑を 避け、 多くの場合 B 以下は 省略され ている 

i 

聖遷は マッ カ (メッカ) から アル マディーナ (メディナ) への 厶 ハン マ ド (彼の 上 
。 に 祝福と 平安 あれ） の 移住を 指す 

J a 

サ ヒー フ』 は 真正 伝承 大成」 の 意。 本文 中に あるよう に、 アル ブ ハーリー 
と ムス リムの 『サ ヒー フ』 は 伝承 学 中で 欠かす ことの 出来ない 重要な 集大成 



。 ここでは 伝承 集成の 著述を さす 1 


第 2 の 伝承 

この 伝承 もまた ウマル 1— アツ ラーよ 彼を 嘉 した まえ一 の 権威に よる。 彼は 

。 伝えて いる 

ある 日 われわれが アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた ま 
え一 と一 緒に 坐り こんでい ると、 真白な 服を 身に まとい、 真黒な 髪を した 男 
が こちらに やって きた。 この 男には 旅を してきた という 風情は 少しもな かっ 
たが、 われわれは 誰も 彼を 知らな かった。 彼は 預言者ー アツ ラーよ 彼に 祝福 
と 平安を 与えた まえ 一の 前に 膝と 膝を つきあわせて 座り、 両の 掌を 両 腿の 上 
に 置いた 姿勢で こう 訊ねた。 「ムハンマドよ、 イス ラームに ついて 説明 願い 
たい。」 すると アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ 
一は 答えた。 「イス ラームとは、 アツ ラー 以外に 神は なく、 ムハンマドは ア 
ツ ラーの 御 使いで あると 証言し、 礼拝を 行ない、 喜捨 2 を 払い、 ラマ ダーン 
月に 断食し、 可能な 場合に 〔アツ ラーの〕 家 3 に 巡礼を 果す ことです。」 す 
ると 男は いった。 「その 通り だ。」 われわれは 預言者に このような 質問を し 
。 、 その 答えに 肯く 男に 驚きの 眼を みはった 

男は また 訊ねた。 「それでは イー マーン 4 〔信仰〕 について 説明して 欲しい 
。 」 すると 預言者は 答えた。 「それは アツ ラーと その 諸 天使、 〔啓 典の〕 書 
と 使徒たち、 審判の 日、 善悪 二つの 相を もって 〔アツ ラーが 定めた まう〕 宿 
命を 信ずる ことです。」 男は 「その 通り」 と 繰り返してから 訊ねた。 「それ 
では イフ サーン 5 〔善行〕 について 話して 欲しい。 」 預言者は 答えた。 「そ 
れは 貴方が まじま じと アツ ラーを 見る ように 彼を 敬い 崇める ことです。 貴方 
が 眼に していな くと も、 アツ ラーは 貴方を 見て おられる のです から。」 そし 
て 男が 件の 時 〔最後の 審判の 日〕 について 訊ねる と、 預言者は 答えた。 「そ 
の 問題に ついては、 訊ねられた 者 も 訊ね 手 以上に 知っ ている 訳では ありませ 
ん。」 男が さらに その 〔時が やって くる〕 徴候に ついて 訊ねる と 預言者は こ 
う 答えた。 「奴隸 女が 女主 人を 産み 6、 また 貴方は、 はだしで 素っ裸の 文な 
し 牧童 どもが、 競って 豪華な 殿堂を 建てる 姿を 見かける でしょう。」 そこで 
男は 立ち去り、 私は そのまま 暫 らくじっと していた が、 預言者が こう 訊ねら 
れ た。 「ウマルよ、 いろいろ ものを 訊ねた あの人が 誰 だか 解る かね。」 私は 



答えた。 「アッ ラーと その 御 使い 〔だけ〕 が 御存知です。」 すると 預言者は 
言われた。 「あの方は 天使 ジブリール 7 だよ。 お前たち にお 前たち の 宗教に 
「。 ついて 教える ために いらつ しやつ たの だ 

。 これは ムス リムに より 伝えられた 伝承で ある 


:註 

。 上述の 2 代 目 正統 カリフ、 ウマル イブ ヌ =ル= ハツ ター ブ のこと 1 

2 

救貧 税 とも 訳される が、 信者の 富に 応じて 課され、 貧者に 分け与えられる 

。 一種の 税 

。 マツ カに ある カ アバの こと 3 

4 

イー マーンは 通常 「信仰」 と 訳される が、 イス ラームに おいて 基本的な 用語 
。 であるた め、 アラビア 語の まま 記す 

5 

イフ サーンは一 応割註 として 善行と いう 訳を 付して おいた が、 特殊の 宗教 的 
意味合いが あるた め、 言語の まま にしておく。 この 語の 訳と しては 辞 
書中に 善行 善 慈善 誠意 等の 語が 見られる が、 語根は に 精 

通す る に 熟達して いる の 意味を 持ち、 本書 中の 伝承 17 にこの 用法 

。 が 見ら れる 

6 

この 表現には 種々 の 解釈が ある。 例えば アンナ ワウ ィーは 注釈 中で 次の よう 
な 解釈を 記して いる。 つまり 奴隸 女たち がの ちに 自由の 身と なる 息子 や 娘を 
産み、 したがつ て 子供たち が 親の 主人と なる。 また 普通 ' amah 
という 言葉は 奴隸女 を 意味す るが、 われわれ 人間は 全て アツ ラーの 奴隸、 
しもべで あると いう 点で、 全ての 女性を も 意味す る。 その 場合 この 個所は 
子供たち が 少しも 母親を 尊敬せ ず、 彼女ら を奴隸 のように 扱う ときが 来る で 
あろう という 意味になる。 註釈者たち によれば rabbah 



という 語は 女主 人 のみでな く rabb 
。 つまり 男の 主人の 意を も 含む と 言つ ている 


。 ジブリールは 主 天使、 一般には ガブリエルの 名で 親しまれ ている 7 


第 3 の 伝承 

ウマル • イブ ヌ =ル= ハツ ター ブの 息子、 アブー • アブ ドツ ラフ マーンー アツ 
。 ラーよ 彼ら 両名を 嘉 した まえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて いる 

私は アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 がこう 言 

。 われた のを 聞いた 


イス ラームは 5 つの 〔柱の〕 上に 建てられ ている。 つまり アツ ラー 以外に 神は 
なく、 ムハンマドが アツ ラーの 使徒で あると 証言す る こと。 ならびに 礼拝を 
行ない、 喜捨 1 を 払い、 〔アツ ラーの〕 家 2 に 巡礼し、 ラマ ダーン 月に 断食 

。 する ことで ある 


。 この 伝承は、 アル ブ ハーリーと 厶 スリムの 2 人が 伝えて いる 


:註 

第 2 の 伝承の 註 (2) 参照 1 
第 2 の 伝承の 註 (2) 参照 2 


第 4 の 伝承 

アブー. アブ ドツ ラフ マーン. アブ ドツ ラー フ. イブ ン. マス ウー ドー アツ 
。 ラーよ 彼を 嘉し たまえ 一の 権威に よる。 彼は 伝えて いる 

つねに 真実を 語り、 その 言葉が 正しい と 信じられ ていた アツ ラーの 御 使い一 
。 アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 は、 つぎのように 述べられた 



お前たち が 創ら れる おりには、 母親の 腹の 中で 40 日間 精子が 宿り 1、 それから 
同じ 期間 凝血と なり、 ついで 同じ 期間 肉塊と なる。 その後 天使が 遣わされて 
霊を 吹き こむ が、 この 天使は さらに 4 つの 仕事 2 をす るよう 命ぜられ ている。 
つまり 〔生れて くる 者の〕 生業 3、 命の 長さ、 行為、 幸 • 不幸を 書きと める こ 
とで ある。 ところで 唯一 無二の 神で ある アッ ラーに 誓っ ていう が、 お前たち 
の ある 者は、 楽園の 徒の 行為に いそしみ もう 少しで 天国と いうと ころで、 こ 
の 帳簿に 記された こと 4 に 災いされ、 劫火 5 の 徒の 行為に 耽って 地獄に おちる 
。 だが また ある 者は、 劫火の 徒の 行為に 耽り すんでのところで 地獄 行きと い 
うと ころで、 帳簿に 記された ことが 幸いして、 楽園の 徒の 行為に いそしみ 天 

。 国に 入る 

。 この 伝承は アル ブ ハー リーと 厶スリ 厶の 2 人が 伝えて いる 


:註 

。原文では 創造が 精子と して 集められ となって いるが 意訳した、 

。原文は 言葉 となって いるが 意訳した Y 

r 

rizq という 語は、 この 語 以外に 日々 の糧 財産 現世に おける 運 アッ 
。 ラーから 授かる 糧 などの 意味が ある 

i 

天使は 上記の 四つの 事項を 帳簿に 書きと めて おく。 そこに 既に 来世の 命運が 

。 書き記され ている わけで ある 

。 劫火とは 地獄の 劫火で あり、 それは しばしば そのまま 地獄を 意味す る。 


第 5 の 伝承 

信者たち の 母 1、 ウン 厶. アブ ドッ ラー フ、 アー イシ ャー アッ ラーよ 彼女を 
。 嘉 した まえ一 の 権威に よる。 彼女は 伝えて いる 



アッ ラーの 御 使い ー アッ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ 一は 申され まし 

〇 た 

われわれ のこの 問題 2 について、 それに 相応しくない ことを 主張す る 者 3 がい 
。 るが、 そのような 連中の 考えは 拒否し なければ ならない 

この 伝承は アル ブ ハー リーと 厶スリ 厶の 2 人が 伝えて いるが、 厶 スリムは つぎ 

。 のよう な 伝承 も 記載して いる 

われわれの 事柄 4 と 反する 行為を 行なう 者が あるが、 そのような 連中の 行為は 

。 拒否し なければ ならない 


:註 

。 預言者の 妻を 指す 呼称、 

。 すなわち イス ラームの 宗教 上の 問題 Y 
。 本来 それに 該当し ない、 もしくは 由来し ない 新たな 主張を 唱える 者の 意で 

〇 註 (2) と 同じ i 


第 6 の 伝承 

パシー ルの 息子、 アブー. アブ ドツ ラー フ. アンヌ ア マーンー アツ ラーよ 彼 
。 6 両名を 嘉し たまえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて いる 

私は アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 がこう 言 

。 われる のを 聞いた 

許された こと 1 は 明らかで あり、 禁じられ たこと 2 もまた 明瞭で あるが、 その 
中間には 多くの 人々 が 知りえない さまざまな 疑わしい 事柄が ある。 したがつ 
て 疑わしい 事柄を 避ける 者は、 自分の 宗教、 名誉に 関して 〔過ちから〕 免れ 
るが、 それに 足を 踏み入れる 者は 禁じられた 行為を 犯す ことになる。 これは 




ちょう ど 聖域の まわりで 動物を 飼う 牧童 3 が、 聖域の 中で 動物に 草を 食 ませる 
危険を 冒す ような ものである。 まことに 王者は 誰し も 聖域を もつ ている が、 
アッ ラーの 聖域とは その さまざまな 禁令で ある。 まことに 肉体の 中には一 片 
の 肉が あり、 それが 健全な 場合 肉体は すべて 健全 だが、 それが 腐る と 肉体 も 
。 すべて 腐つ てし まう。 その 〔一片の 肉〕 とは 心の ことに 他 ならない 

。 この 伝承は、 アル ブ ハーリーと 厶 スリムの 2 人が 伝えて いる 


:註 

。 原語 ハラー ルとは 宗教で 許された こと、 許された 行為を 指す、 

。 原語 ハ ラームとは 宗教で 禁じられ たこと、 禁じられた 行為を 指す Y 

r 

聖域 中で 動物に 草を 喰 ませて はならない が、 えてして その 周囲で 動物を 飼う 
。 牧童は 知らぬ 間に その 禁を 破つ てし まいが ちで ある 


第 7 の 伝承 

アブー. ル カイヤ. タミー 厶. イブ ン. アウス. アツ ダーリー ー アツ ラーよ 
彼を 嘉し たまえ 一の 権威に よれば、 預言者ー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与 

。 えた まえ一 はこう 述べられた 


J 

宗教とは 誠実 さ 1 のこと である。」 そこで われわれは 訊ねた。 「それは 誰に 
対する 〔誠実 さ〕 でしょう。」 すると 預言者は 答えられた。 「アッ ラーと そ 
「。 の 御 使いたち、 ムス リムの 指導者たち、 一般の ムス リムに 対してで ある 

。 この 伝承は ムス リムが 伝えて いる 


:註 



1 

アラビア 語の 原語は nasihah であるが、 この 語には 多くの 意味が ある。 一般に 
は 忠言 の 意で あるが、 この 文脈には 妥当で ない。 ちなみに この 語には あ 
る 人間に 対し、 もしくは ある 状況に 於いて 正しく 振舞う こと 廉直 さ 高 

。 潔 さ 等の 意味が ある 


第 8 の 伝承 

ウマルの 息子 1 ー アツ ラーよ 彼ら 両名を 嘉し たまえ 一の 権威に よれば、 アツ ラ 
。 一の 使者ー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 はこう 語られた 

私は 人々 が、 アツ ラー 以外に 神は なく、 ムハンマドが アツ ラーの 御 使いで あ 
ると 証言し、 礼拝を 行ない、 喜捨を 払うよう になる まで 彼らと 戦う 2 よう 〔ア 
ツ ラーの〕 命令を 受けた。 これらを 行ない さえ すれば 人々 は 生命 3、 財産を 保 
証され るので ある。 ただし イス ラームの 理念に 照らして 〔罰を 受ける に 相応 
しい 行ないを した 場合は〕 別 だが。 とまれ 彼らは、 至高の アツ ラーに より 評 

。 価を 受ける ので ある 

。 この 伝承は、 アル ブ ハーリーと 厶 スリムの 2 人が 伝えて いる 


:註 

第 2 の 伝承 註 (1) 参照 ヽ 


Y 

イス ラームは、 確信に よる 改宗を 主張して いる。 『聖ク ルアー ン』 はいっ て 
いる。 「宗教に 強制が あって はならない。 」 また 次の ような 個所 も ある。 「英知 
と 正しい 誘いを 持って あなたの 主の 道に 誘え。 人々 に 対し 最も 妥当な 説得を 

」。 行う こと だ 

聖戦は 厶 スリムの 土地に 攻撃を 仕掛ける 敵、 穏健な 手段に よりな される イス 
ラームの 宣教 活動を 妨害す る 者、 背信者と いった 特殊の 範疇に 入る 人々 に 対 
しての み 行われる。 具体的な 歴史的 事実に照らして も、 俗にい う コーラン 
か 剣 か といっ た イスラー 厶 理解が 誤っ ている ことは 既に 学会で も 通説と な 



つてい る。 古来 被 占領地の 異教徒 も 人頭税を 払い さえ すれば、 生命、 財産と 
。 信教の自由を 保障され ていたの である 


。 原語は 血。 ここでは 意訳した で 


第 9 の 伝承 

アブー. フライ ラ. アブ ドツ ラフ マーン. イブ ン. サク ルー アツ ラーよ 彼を 
。 嘉 した まえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて いる 

私は アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 がこう 言 

。 われる のを 聞いた ことがある 

私が お前たち に 禁じた ことを 遠ざけよ。 そして 私が 命 じた ことに 全力を つく 
せ。 先人たち が 滅びた のは、 無闇に あれこれと 訊ね まわり 1、 自分たち の 預言 

。 者に 背いた からで ある 

。 この 伝承は、 アル ブ ハーリーと 厶 スリムの 2 人が 伝えて いる 


:註 

原文では 彼らの 多くの 質問が となつ ている。 預言者た ちの 言葉を 信用せ ず 
。 、 根掘り葉掘り 質問す る だけの 態度を 指す 


第 10 の 伝承 

アブー. フライ ラー アツ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて 

〇 いる 

アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 はこう 言われ 

〇 た 



至高の アツ ラーは 善で あり、 善し か 受け入れない。 まさに アツ ラーは 信者に 
たいし、 使徒たち に 命じられた ことと 同じ ことを なすよう 命ぜられて いるの 
。 である。 至高の アツ ラーは 申されて いる 


J 

使徒たち よ、 美味い もの 1 を 遠慮なく 食べて よい。 そして 善行を なすの だ 2。 

」 また 至高の アッ ラーは こう も 申されて いる。 「信仰す る 者よ、 われらが な 
ん じに 特に 備えて やつた 美味い ものを 充分に 食べる がよ い。 3」 それから 彼は 
長旅で 髪と り 乱し、 埃 だらけの 男の 話を された。 男は 両手を 空 高く かかげ、 
「あゞ 主よ、 あゞ 主よ j と 〔助けを 求めて 叫んで いる〕。 だが 彼の 食べ もの 4 
は 宗教で 禁じられ たもので あり、 飲み もの、 衣服に ついても 同様で、 〔要す 
るに〕 禁じられ たもので 食いつな いでいる ので ある。 こんな 男の 願いが どう 

。 して 叶えられよ ろか 

。 この 伝承は 厶 スリムが 伝えて いる 


:註 

美味しい もの tayyibaat は、 前 出の 善 tayyib と 同根の 語で ある。 本来は 善い 食 

。 ベ 物の 意 

。 ク ルアー ン』 第 23 章 51 節』 Y 
。 ク ルアー ン』 第 2 章 172 節』 で 
原意は 栄養を 与えられ ている の 意 t 


第 11 の 伝承 

アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 の 孫で アリー 
• イブ ン* アブー* ター リブの 息子に あたり、 御 使いに 特別の 愛情を 寄せ 6 
れた 1 アブー • ムハンマド • アルハ サンー アツ ラーよ 彼と その 父を 嘉し たまえ 

〇 一の 権威に よる。 彼は 伝えて いる 




私は アッ ラーの 御 使いー アッ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 の 〔口 か 
。 6 聞いた〕 つぎの ような 言葉を 覚えて いる 

。 お前の 疑いを 誘う ものを 遠ざけて、 疑念の 余地の ない ものを とれ 

こ の 伝承は ア ッ ティル ミズ ィーと アンナ サーイ ー 2 の 2 人が 伝えて いるが、 ア 
。 ツ テイル ミズ イーは これを 優れた 正しい 伝承 だとして いる 


:註 

原文に は rayhanah 薫 り 高き 花と いう 表現が 用いられ ている。 この 表現は 預言 
者が 特に 孫の アル 八 サン、 アル フセインに 用いた 呼称。 彼らの 父は、 預言者 
。 の 娘婿で 第 4 代 正統 カリフの アリー. イブ ン. アブー. ター リブで ある 

Y 

アッ ティル ミズ ィーと アン ナサ ー イーは、 正統派で 公認され ている 6 人の 伝承 
編者に 入る。 ちなみに 彼ら 以外に 公認され ている 編者は、 上述の アル ブ ハー 
。 リー、 厶 スリムの ほかに、 アブー. ダー ウー ドと イブ ン. マージ ヤ である 


第 12 の 伝承 

アブー フライ ラー アツ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて 

。 いる 

アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 はこう 言われ 

〇 た 

関わりの ない 問題を 放っておく ことは、 良き 厶 スリムた る こと 1 の一 部で ある 

〇 


。 アツ ティル ミズ ィー そ の 他が 伝えて い る 優れた 伝承で ある 




:註 


。原文では 男が イス ラームを 信ずる 美点 といった 意味に なつて いる、 


第 13 の 伝承 

アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 の 従僕 アブー 
• ハムザ • アナス* イブ ン* マー リクー アツ ラーよ 彼を 嘉 した まえ一 が、 預 
言 者 ー アツ ラーよ 彼に 祝福 と 平安を 与えた まえ一 から 聞い たという 伝承。 そ 
。 れ によれば 預言者は こう 言われて いる 

自分自身を 愛する ように 兄弟を 愛すまでは、 誰一 人 信者と いう ことは できな 

〇 い 

。 この 伝承は、 アル ブ ハーリーと 厶 スリムの 2 人が 伝えて いる 


第 14 の 伝承 

イブ ン* マス ウー ドー アツ ラーよ 彼を 嘉 した まえ一 の 権威に よる。 彼は 伝え 

。 ている 

アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 はこう 言われ 

〇 た 

つぎの 3 つに 該当し ないかぎ り、 厶 スリムの 血を 流す ことは 許されない。 結婚 
した 男が 姦通した 場合。 一人の 生命にたい する一 人の 生命 1。 宗教を 棄て 〔厶 

。 スリムの〕 共同体を 離れた 場合 

。 この 伝承は、 アル ブ ハー リーと 厶 スリムの 2 人が 伝えて いる 


:註 





いわゆる 目には 目を」 の 同 態復謦 法の ケースで ある ある 親族、 味方の一 員 
が 不法に 殺された 場合、 それに 報復す る 権利が あるが、 これは 避けうる 限り 
避けるべき だとされ ている。 原文では 「一 人に 対する一 人 となつ ている が 

。 意訳した 


第 15 の 伝承 

アブー. フライ ラー アツ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威に よれば、 アツ ラー 
。 の 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 はこう 言われた 

アツ ラーと 最後の 〔審判の〕 日を 信ずる 者は、 口を ひらけば 良き 言葉を 語り 
、 さもなければ 口を ふさいで いるべき である。 アツ ラーと 最後の 日を 信ずる 
者は、 隣人に 対し 寛大で あらねば ならない。 アツ ラーと 最後の 日を 信ずる 者 
。は、 客を 遇する に 寛大で なければ ならない 


。 この 伝承は、 アル ブ ハーリーと 厶 スリムの 2 人に より 伝えられ ている 


第 16 の 伝承 

アブー. フライ ラー アッ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて 

〇 いる 


ある 男が 預言者ー アッ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 に 言った。 「な 
にと ぞ 私に 助言を 与えて 下さい。」 すると 預言者は 言われた。 「腹を 立てぬ 1 
こと だ。」 男は また 何度か 〔同じ 言葉を〕 繰り返した。 預言者は また 「腹を 

。 立てぬ こと だ。 」 と言われた 


。 これは アル ブ ハーリー により 伝えられ ている 伝承で ある 


:註 

アンナ ワウ ィーは その 註釈の 中で、 怒りが 人間の 本性に 基づく ものであると 



し、 この 伝承が そのような 感情に 負けぬ よう 人々 に 促して いると 言つ ている 


第 17 の 伝承 

アブー. ヤ アラー. シャツ ダード. イブ ン. アウスー アツ ラーよ 彼を 嘉 した 
まえ一 の 構 威に よれば、 アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与 

。 えた まえ 一はこう 言われた 


まことに アッ ラーは、 あらゆる 事柄に たいし イフ サーン 1 〔善処〕 を 命ぜられ 
た。 したがつ て お前たち は 人を 殺す 時に も 良く 殺し、 動物を 屠る 時に も 良く 
屠らなければ ならない。 お前たち は 刃を よく 鋭ぎ、 屠られる 動物の 苦しみを 

。 和げ るべき なので ある 

。 これは 厶 スリムの 伝えて いる 伝承で ある 


:註 

第 2 の 伝承 註 (5) 参照 ヽ 


第 18 の 伝承 

アブー. ザ ツル. ジュン ドゥ ブ. イブ ン. ジ ュナ ー ダと アブー. アブ ドツラ 
フ マーン • ムアー ズ* イブ ン* ジャ バルー アツ ラーよ 彼ら 両名を 嘉し たまえ 
—の 権威に よれば、 アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた 

。 まえ一 はこう 言われた 


どこに いようと アッ ラーを 畏れよ。 悪行を 犯した あとには、 それを 拭い 消す 
。 ような 善行に 努めよ。 また 他人とは 良い 付き合い 1 を 保つ こと 



これは アツ テイル ミズ イーの 伝えて いる 伝承で ある。 彼は これを 優れた 伝承 
。 だと 言つ ており、 また 他の 版では 優れた 正しい 伝承と している 


:註 

原文では 良き 性質を もって 他人と 付き合え となっ ている。 本文の ように 意 

。 訳した 


第 19 の 伝承 

アツ バースの 息子、 アブ ル アツ バース. アブ ドツ ラー フー アツ ラーよ 彼ら 
。 両名を 嘉 した まえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて いる 

ある 日 私が 預言者ー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 の 後ろ 1 に 座っ 
ている と、 預言者は 私に こう 言われた。 「いい か 若者よ、 お前に いくつか 教 
訓 2 を 与えて やろう。 〔いつも〕 アツ ラーを 念ずる の だ。 そうすれば アツ ラー 
はお 前を お 護り 下さる だろう。 アツ ラーを 念ずれば、 お前は アツ ラーを 眼の 
前に 見る ことができる。 願い ごとが あれば アツ ラーに お願いし、 頼み ごとが 
あれば アツ ラーに 助けを 求める の だ。 いい か、 もしも 人々 が 集まっ て お前を 
何 かの 手段で 助けようと しても、 結局 彼らは アツ ラーが お前の ために 予め 定 
めら れた 3 手段で 助ける にすぎない。 人々 が 寄り 集って お前に 何 か 害を 加える 
にしても、 アツ ラーが 予め 定められた ことで 危害を 与える だけ だ。 〔定めを 
記した〕 ペンは すでにな く、 〔それが 書かれた〕 頁は もう 乾いて しまって い 

「る 。 4 

これは アツ ティル ミズ ィ ーの 伝えて いる 伝承で あるが、 彼は こ れが 優れた 正 

。 しい 伝承 だとして いる 

。 アツ テイル ミズ イー 以外に も 〔これに 類す る〕 つぎの ような 伝承が ある 


アッ ラーは お前が いまだに 苦境に あると 認めて 下さる であろう。 いい か、 お 
前に ふりかかつ たことは お前を 苦しめる ための ものでは なかつ たし、 お前を 



苦しめた ことは お前に ふりかかる ための もので もなかつ たの だ。 勝利は 忍耐 
と共に あり、 安堵は 悩みと 共に、 楽は 苦と 共に ある ことを 胆に銘 じなければ 

。 ならない 


:註 

同じ 乗り物の 後ろの 意、 

。原文は 言葉を 教える となつ ている。 意訳 Y 
。原文は 書かれた となつ ている r 
。 すで に 定め られ てし まつた こと は 変更が き かないと いう 意味 i 


第 20 の 伝承 

アブー， マス ウー ド • ウ クバ • イブ ン* アム ル • アル アンサー リー • アルバ 
。 ドリー ー アツ ラーよ 彼を 嘉 した まえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて いる 

アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ 一はこう 言われ 

〇 た 

人々 が 認めて いる 最初の 預言 1 の 言葉に、 つぎの ような ものが ある。 「お前が 
「恥 かしい と 思わないならば、 好きな ことを するがよい。 2 

。 これは アル ブ ハーリーの 伝えて いる 伝承で ある 


:註 

。 ムハンマド 以前の 預言者た ちの 言葉、 

Y 

この 伝承には 二つの 解釈が 可能 だ とされて いる。 A ) 羞恥心 を 感じない 限り、 



人間は 良心の 命ずる ままに 過ちを 犯す ことなく 行動す る ことが 出来る。 B ) 羞 
恥 心を 持ち合わせぬ 者に 対しては、 好き勝手な ことを 止めさせる 手段は ない 


第 21 の 伝承 

アブー. アム ルー 彼は アブー. アム ラと も 言われて いるー スフ ヤーン. イブ 
ン. アブ ドツ ラー フー アツ ラーよ 彼を 嘉し たまえ 一の 権威に よる。 彼は 伝え 

。 ている 

私は 言った。 「アツ ラーの 御 使いよ、 貴方 以外の 誰に も 訊ねる ことので きな 
いような、 イス ラームに 関する 話を きかせて 下さい。」 するとこう 答えられ 
「。た。 「私は アツ ラーを 信じます と 言い、 それから 行ないを 正す こと だ 

。 これは 厶 スリムの 伝えて いる 伝承で ある 


第 22 の 伝承 

アブ ドツ ラー フ. アル アンサー リーの 息子、 アブー. アブ ドツ ラー フ. ジャ 
。 ー ビルー アツ ラーよ 彼ら 両名を 嘉 した まえ一 の 権威に よる 

ある 男が アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 に 訊 
ねて 言った。 「貴方は、 もし 私が 定めの 礼拝を 務め、 ラマ ダーン 月に 断食を 
行ない、 許された ものを 許された もの、 禁じられ たものを 禁じられ たものと 
したら、 それ 以上 何を しなく とも 楽園に 行ける と 思われます か。」 すると 御 
。 使いは 「その 通り」 と 答えられた 

。 これは ムス リムの 伝えて いる 伝承で ある 


第 23 の 伝承 

アブー. マー リク. アル ハーリス • イブ ン. アース ィム. アル アシュアリー 
— アツ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて いる。 アツ ラーの 
。 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 はこう 言われた 



清潔 さは 信仰の 半分で ある。 アル ハムド リツ ラー 〔讃え あれ アツ ラー〕 とい 
う 言葉は 秤を 満たし、 スブ ハー ナツ ラー 〔完全無欠の アツ ラーよ〕 と アルハ 
厶ド リツ ラー 1 〔讚え あれ アツ ラー〕 の 2 つの 言葉は 天地の 間 すべてを 満たす 
。 礼拝は 光で あり、 施しは 明らかなる 証拠、 忍耐は 明り、 そして ク ルアー ン 
はお 前の ための 証拠 もしくは 反証 2 である。 人は みな 1 日を 朝から 始め、 自分 
の 魂を 売る 3。 ただし その 結果 魂を 自由にす る 者 も あれば 
。 それを 破滅に 導く 者 も ある 


。 これは ムス リムの 伝えて いる 伝承で ある 


:註 

二つと も アッ ラーを 賞賛、 賛嘆す る 表現。 ここでは これらの 言葉を 唱える こ 

。 との 宗教 的 価値を 説いて いる 

。 善悪の 基準で ある ことを 意味して いる Y 

r 

この 部分は 文学的 表現 だが、 一日は 一生の 比喩と して 理解され よう。 生涯を 
。 通じて 人は 魂を アツ ラーに 引き渡す か、 それ 以外の ものに 売り渡す 


第 24 の 伝承 

アブー. ザ ツル • アル ギフ ァーリーー アツ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威に 
よる。 彼は 至大 至高の 主 1 が 預言者 ー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ 
—に 語られた ことと して、 預言者 からこの 伝承 2 を 伝え聞い ている。 主は こう 

。 申された 


わが 下僕ら よ、 私は 不正を 私自身に 禁じ、 お前たち の 間で も 禁じた。 それ ゆ 
。 えたが いに 不正を 働いて はならぬ 



わが 下僕ら よ、 私が 手ず から 導いた 者を 除いては すべて 迷いの 道を 行く 者で 
。 ある。 それゆえ 私に 導きを 求めれば、 正しい 導きを 得られよう 


わが 下僕ら よ、 私が 自ら 養う 者を 除いては すべて 飢えに 悩む 者で ある。 それ 
。 ゆえ 私に 糧を 求めれば、 糧食を 授かる であろう 

わが 下 僕らよ、 私が 衣服を 与える 者の 他は すべて 生れた ままの 裸で ある。 そ 
。 れ ゆえ 私に 衣服を 求めれば、 願いは 叶えられよう 

わが 下 僕らよ、 お前たち は 昼も夜も 罪を 犯す が、 私は すべての 罪の 赦し 手。 

。 それゆえ 私に 赦 しを 求めれば、 罪も赦 されよう 

わが 下僕ら よ、 私を 損なおう としても それは かなわぬ こと。 私の ためにな ろ 

。 うと 努めても それ も かなわない 

わが 下僕ら よ、 もしも お前たち の 最初の 者、 最後の 者、 人間 や ジンが みな、 
仲間のう ちで一 番 敬虔な 心の 持主の ようで あつたと しても、 それで 私の 王国 
。 に 何 ひとつ 付け加える ことは できない 

わが 下僕ら よ、 お前たち の 最初の 者、 最後の 者、 人間 や ジンが みな、 仲間の 
うちで もつ とも 邪悪な 者の ようで あつたに しても、 それで 私の 王国から 何 ひ 

。 とつ 減ずる ことは できない 

お前たち の 最初の 者、 最後の 者、 人間 や ジンが こぞつ て ひと 所に 立ち、 もの 
をせ がみ、 私が みなに 望みの ものを 分け与えた としても、 それで 私の 持ち も 
のが 何 ひとつ 減る 訳では ない。 減る としても 大洋に 針を 入れ 〔その 分 だけ 水 

。 がな くな〕 るよう な もの 3 

わが 下 僕らよ、 私が 数え あげる のは お前たち の 行ない ばかり。 いずれ それに 
。 相応しい 報酬を 与える ことにしよう 

それゆえ 善き こと 4 を 見出す 者には、 アッ ラーを 讃 えさせよ。 それ 以外の もの 
。 しか 見出せぬ 者には われと わが 身を 非難 させよ 


。 これは 厶 スリムの 伝えて いる 伝承で ある 



:註 


。 アツ ラーの こと、 

この種の 伝承は Hadith Y 

Qiidsi つまり 聖 なる 伝承 と 呼ばれて いる。 これは 預言者が ア ツ ラーから 直接 聞 
いた 言葉と して 伝えて いるもの である。 一般の 伝承の 内容は 預言者の 言葉で 
あるが、 聖 なる 伝承の 内容は 必ずしも アツ ラー 自身の 語られた 言葉 そのまま 
である 必要は ない が、 とにかく アツ ラーの お 言葉で あるた め、 一段と 価値が 
高い とされて いる。 ただし ク ルアー ン」 の一 部と みなされる ような ことは 

〇 ない 

。 全ての 被 造 物に 対する アツ ラーの 超越 性を 示唆して いるで 
。 例えば 来世に おける 善き こと* 


第 25 の 伝承 

。 これ もまた アブー. ザ ツルー アツ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威に よる 

アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 の ある 教友 1 た 
ちが 預言者ー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 に 言った。 「アツ ラ 
一の 御 使いよ、 裕福な 連中が 〔アツ ラーの〕 報奨を 独り占め にして しまい ま 
す。 あの 連中は われわれ 同様 礼拝し、 われわれ 同様 断食した うえに、 施しの 
「。 ためにた っぶ り 富を 分け与えて いるので すから 

すると 預言者は 答えられた。 「アツ ラーは 君たち にも、 施しと して 分け与え 
る ものを 創ら れ なかっ たかね。 実際、 どの タス ピー ハ 2 も 施しで あり、 どの 夕 
ク ビーラ 3、 タフ ミー ダ 4、 タフ リーラ 5 もす ベて 施しな ので ある。 善行を 勧め 
る こと も 施しなら、 悪行を 戒める こと も 施しで あり、 君たち の 性の 営みの 中 

「。 に すら 施しが あるの だから 

そこで 教 友たち が 言った。 「アツ ラーの 御 使いよ、 われわれの 誰かが 性欲を 
満足 させた としても、 そのために 報奨が 得られる のです か。」 それに 答えて 



預言者は 言つ た。 「どう だね、 もし 誰かが 禁じられた やり方で それを したら 
、 罪を 犯す ことにな りは しない かね。 同様に 許された やり方で するなら、 報 

「。 奨 にあず かるの が 道理だろう 

。 これは ムス リムの 伝えて いる 伝承で ある 


:註 

教 友とは 預言者と 直接 面識が あり、 彼を 信じ、 ムス リムと して 他界した 者を 
〇 指す。 アラビア 語では sahabi、 複数は ashab もしくは sahabah である 

スブ ハー ナツ ラーと 唱える こと。 第 23 の 伝承 註 (1) 參照 Y 

。 アツ ラー フア クバ ル （ アツ ラーは 至大な り） と 唱える ことで 

アルハ 厶 ドウ リツ ラーと 唱える こと。 第 23 の 伝承 註 (1) 参照 ま 

。 ラーイ ラー ハイツ ラツラ ー （ アツ ラー 以外に 神は なし） と 唱える こと。 


第 26 の 伝承 

アブー* フライ ラー アツ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて 

。 いる 

。 アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 は 言われた 

あらゆる 人間の すべての 手足の 骨は、 陽が 昇ったら 毎日 施しを しなければ な 
ら ない。 相手と きちんと 付き あう こと も 施しなら、 人が 乗り物に 乗る のを 助 
けたり、 そこに 抱き あげて やったり、 持ち ものを 渡して やる こと も 施しで あ 
る。 優しい 言葉 も 施しな 6、 礼拝に 赴く - ■歩一 歩 も、 道路から 危険な ものを 

。 取り除く こと も 施しで ある 

。 この 伝承は、 アル ブ ハーリーと 厶 スリムの 2 人が 伝えて いる 




第 27 の 伝承 

アン ナウ ワース. イブ ン. サ ムアー ンー アッ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威 
によれば、 預言者 ー アッ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 はこう 言われ 

。 たとの ことで ある 


高潔 さは 良き 徳性で ある。 〔それに 引き かえ〕 悪事は 魂に 染み付き、 お前は 
。 他人に それを 詮索され る ことを 嫌う だろう 


。 これは 厶 スリムの 伝えて いる 伝承で ある 

他に もワー ピサ. イブ ン. マ アバ ドー アツ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威に 

。 よる 伝承が ある。 彼は 伝えて いる 

預言者 ー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ 一は 言われた〕 「お前は 高 
潔 さに ついて 訊ねる ために やって 来たの かね。」 私は 「はい、 その 通りです 
」 と 答えた。 すると 預言者は 言われた。 「自分の 心に 訊ねて みるが よい。 高 
潔 さとは 魂が 満ち足り、 心 も 満足を 覚える ような もの だ。 だが 悪行は 魂に し 
みつき、 他人が 繰り返し 「お前が 法的に 正しい と 言って くれても、 胸 さわ 

「ぎを 覚えさせずに はいない。 1 

これは 2 人の イマーム、 アフ マド • イブ ン* ハン バルと アツ ダー リ ミーの ムス 
。ナ ド 2 の 中に 収められた 由緒 正しい 伝承の 鎖 3 を 持つ 優れた 伝承で ある 


:註 

伝承の 編者は 上記の 二つの 伝承を一 緒に 記載して いるが、 これは 両者が 主題 
。 、 文章の 点で 類似して いるた めであろう 

。 主題 別では なく、 預言者から 伝承を 伝え聞いた 人物 別に 編まれた 伝承 集 < 

r 

伝承を 聞き伝えた 人々 の 系列を isnad (伝承の 鎖） と 呼ぶ。 たとえば C は B か 




6、 B は A から、 A は 預言者 か 6 かくかくの 話しを 聞いた と ある 場合 、 C B 
A を 伝承の 鎖と いう。 これらの 人物が 宗教心、 人格、 識見と もに 優れてい 
。 れ ばいる ほど、 伝承 自体の 価値 も 高い 


第 28 の 伝承 

アブー. ナー ジフ. ア ルイ ルバード • イブ ン. サー リヤー アツ ラーよ 彼を 嘉 
。 した まえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて いる 

アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 は、 われわれ 
の 心を 畏怖の 念で 満たし、 眼から 涙を 溢れさせる ような 説教を なされた。 そ 
こで われわれは お願いした。 「アツ ラーの 御 使いよ、 いまの お 話は まるで 訣 
れの 説教 1 のよう でした。 何と ぞ私 どもに 良き 忠告を お与え 下さい。」 すると 
御 使いは 言われた。 「私は 忠告し よう。 至大 至高の アツ ラーを 畏れ 敬い、 た 
とえ 卑しい 奴隸が お前たち の 長と なつても、 耳を貸し、 従う の だ。 お前たち 
のうちで 〔長〕 生きす る 者は、 いずれ さまざまな 意見の 相違を 眼の あたりに 
する であろう。 だから お前たち は 私の 言行 2、 正しい 導きを 受けて 正道を 行く 
カリフた ち 3 の 言行を 離れて はならない。 是が 非で も それに 鎚 りついて いる こ 
とだ 4。 新たな 創り ごとには 気をつけねば ならない。 新しい 創り ごとは 〔異端 
者の〕 勝手な 考え 5 であり、 それは みな 道を 踏み迷わせる ものな の だから。 あ 
「ら ゆる 誤謬は 地獄の 劫火の ものな の だから。 6 

この 伝承は アブー. ダー ウー ドと アツ ティル ミズ ィーの 2 人が 伝えて いる。 ア 
。 ツ テイル ミズ イーは、 これが 優れた 正しい 伝承 だとして いる 


:註 

。 この 世に 永遠の 別れを 告げる 者の 最後の 説教の 意、 

Y 

言行と 訳した srnrnah は、 本来 道 踏み 従われるべき 道」 の 意。 イスラー 厶 
において、 例えば 預言者の 語った 言葉、 行った 行為は 特に 後の 厶 スリムの 規 



範 となる 重要な ものである ため、 そのような 意味を 込めた 言行」 と 訳され 

〇 る 


r 

正道を 行く カリフた ちとは、 一般に 預言者を 継いだ 四 人の 正統 カリフを いう 
。 。 この場合 正統 という 訳は 適切で ないた め、 原義を 取った 

。 原文では 歯で しっ かりと 食らいつ いていろ」 の 意 t 

0 

bid’ah は 悪い 意味での 改革、 そこから 異端 異端者の 教義」 の意ガ あ 

〇 る 

。 原文は 道を 踏み迷わせる 者は 劫火の 中に ある」 の 意、 


第 29 の 伝承 

ムアー ズ* イブ ン. ジャ バルー アツ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威に よる。 

。 彼は 伝えて いる 


私は 言った。 「アツ ラーの 御 使いよ、 私を 楽園に 導き、 地獄の 劫火から 遠 ざ 
ける ような 行ないに ついて 教えて 下さい。」 すると 御 使いは 答えられた。 「 
それは 大変 〔重要〕 な 質問 だ。 至高の アツ ラーの おかげで、 〔難しい ことで 
も〕 簡単に していた だいた 者には 手 易い こと だが。 アツ ラーを 主として 敬い 
、 アツ ラーに 似た ものが あるな どと 言わぬ こと。 また 礼拝を 行ない、 喜捨 1 を 
払い、 ラマ ダーン 月に 断食し、 〔アツ ラーの〕 家に 2 巡礼す る こと。」 それ か 
ら こう 付け加えられた。 「お前に 幸福の 門に ついて 教えて やる かな 3。 まずは 
断食 だ。 これは 盾と いえよう。 つぎに 施し。 これは 水が 火を 消す ように 過ち 
を 消す。 それから 真夜中の 礼拝 だ。」 それから 彼は クル アーン のこの 部分を 
唱えた。 『そのような 人々 は 寝る 間 も 惜しく 起き あがり、 怖れつつ、 願いつ 
つ、 一 心に 主に 祈り、 われらの 授けた 結構な ものを 心 おきなく 主の 道に 使う 
。 この 人たち のして きた ことの 報いと して、 どれほどの 楽しみが 秘かに 用意 
されて いるか、 誰一 人知る 者は ない。 4』 それから 彼は 言った。 「お前に 問題 
の 核心、 その 柱、 その もっ とも 際立っ たものに ついて 教えて やろう かな 5。 」 



そこで 私は 答えた。 「はい、 アツ ラーの 御 使いよ、 どうか お願い致します。 

」 すると 彼は 言つ た。 「問題の 核心とは イス ラーム だ。 その 柱とは 礼拝で、 
もつ とも 際立つ たものと は ジハード 6 だ。」 それからこう 付け加えた。 「とこ 
ろで お前が こうした ことを どうして 統御し たらよ いか、 教えて やろう かな。 

」 私は 答えた。 「アツ ラーの 御 使いよ、 何と ぞ お願い致します。」 すると 彼 
は 舌を つまんで いつた。 「これを 慎し むの だ。」 私は 尋ねた。 「アツ ラーの 
預言者よ、 私たちは 口にした ことで 評価され る 7 のでし ようか。」 すると 彼は 
いつた。 「ムアー ズ よ、 お前 も お袋 泣かせ だな 8。 人々 の 舌が 収穫した もの 以 
「。 外に、 一体 彼らを 地獄に 逆落し 9 にす る ものが あるだろう か 

。 これは アツ テイル ミズ イーが 伝えて おり、 優れた 正しい 伝承 だとして いる 


:註 


第 2 の 伝承 註 (2) 参照 ヽ 


第 2 の 伝承 註 (3) 参照 Y 
r 

原文では 相手の 関心を 喚起す るよう な •• • 教えて やるまい かな といった 
。 否定 形が 取られて いる。 ただし ここでは 肯定的に 訳した 

i 

ク ルアー ン第 32 章 16- 17 節。 原文では ク ルアー ン より 長い 部分を 引用す る 際 
に ムス リム 著述家が よくす るよう に、 引用の 冒頭の 部分と 最終の 部分の みが 

。 記されて いる 

0 

原文では 問題の 頭、 その 柱、 そのこぶ の 上と なって いる。 こぶは もちろん ラ 
クダ のこぶ のこと。 ここでは 意訳した。 また この 文 も 註 （ 3 ) の 場合 同 
様 • • • 教えて やるまい かな と 否定 形に なって おり、 その 答え も いえい 
えどう か • • • となっ ている が、 肯定的に 訳した。 次に 同様な 例が 続く 

が、 これ も 肯定的に 訳した 

气 

アラビア 語の ジ ハー ドは一 般に 聖戦と 訳されて いるが、 これは いささか 誤解 



を 招き やすい。 本来 この 言葉は 戦闘 行為 のみでな く、 イス ラーム 発展の ため 
の あらゆる 努力を 指して いる。 従つ て 原意を 尊重して アラビア 語の ままと し 

〇 た 

。 評価とは、 最後の 審判に おける 評価の こと V 

八 

原文では 非難を 込めた 慣習 的 表現 おまえの お袋は おまえに 死なれる ぞ とな 
。 つてい る。 特殊な 表現な ので 意訳した 

气 

逆 落としと 訳した 部分には 異 版が ある。 原典 も 顔を 真下に して 鼻面を 真 
。 下にして J の両 説を そのまま 記載して いる 


第 30 の 伝承 

アブー. サ アラバ. アルフ シャ ニー. ジ ュル スー 厶‘ イブ ン《 ナー シル— ア 
ツ ラーよ 彼を 嘉し たまえ 一の 権威に よれば、 アツ ラーの 御 使い ー アツ ラーよ 
。 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 はこう 言われた 

至高の アツ ラーは 種々 の 宗教 的 義務を 定められた。 したがつ て それを 蔑ろに 
しては ならない。 また さまざまな 限界を 設けられた。 したがつ て それを 踏み 
越えて はならない。 ある 種の ことがらを 禁止され た。 したがつ て その 禁を破 
つては ならない。 アツ ラーが 言及され ていない もの も あるが、 それは お前た 
ちに た いする 憐れみの 心 か 6 でた もので、 決してう つかり 忘れて いたからで 
。 はない。 だから そのような ことを 追い求めて はならない 

。 アツ ダー ラク ト ニー その他が 伝えて いる 優れた 伝承で ある 


第 31 の 伝承 

アブ =ル= アツ バース • サフ ル • イブ サアド • アツ サー イデ ィーー アツ ラ 
。 一よ 彼を 嘉 した まえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて いる 

ある 男が 預言者ー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 のと ころに やっ 
て 来て 言った。 「アツ ラーの 御 使いよ、 私が それを すれば、 アツ ラー も 人々 も 



私を 愛する ような 行ないに ついて 教えて 下さい。」 すると 預言者は 言われた 
。 「現世から 身を ひけば、 アッ ラーは お前を 愛される だろう。 人々 が 所有し 
「。 ている ものから 身を ひけば、 人々 はお 前を 愛する だろう 

これは イブ ン. マージ ャ その他が、 優れた 伝承の 鎖と ともに 伝えて いる 伝承 

。 である 


第 32 の 伝承 

アブー. サイード. サアド. イブ ン. マー リク • イブ ン. シ ナーン • アルフ 
ドリーー アツ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威に よれば、 アツ ラーの 御 使い一 
。 アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 はこう 言われた とのこと である 

危害を 加える こと、 たがいに 危害を 加え あう ことの いずれも あっては ならな 

〇 い 

これは イブ ン. マージ ャ、 アツ ダー ラク ト ニー 等が 厶スナ ド 1 として 伝えて い 
る 優れた 伝承で ある。 マー リクは その 著 『アル 厶ワツ タウ』 2 の 中に、 アム ル 
• イブ ン. ヤフ ヤーから 彼の 父、 預言者ー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与え 
たまえ一 へと 遡る 鎖を もつ 厶ル サル 3 の 伝承と して これを 記載して いる。 ただ 
し 彼は アブ — サイ ー ドの 名を 記して いないが、 アブ — サイ ー ド 〔の 権威 
。 に関して〕 はたが いに 他の 信憑性を 強め あう 多くの 伝承の 鎖が ある 


:註 

。 預言者 自身から 最後の 伝承 者まで 完全な 鎖を 持つ 伝承、 

。 アナス イブ ン* マー リクの 著した 伝承と 法学に 関する 古典的な 書 Y 


r 

上代の 厶 スリムを 区別す る 手段と して 教 友と 第二 世代」 の 別が ある。 教 
友は 第 25 の 伝承 註 （ 1 ) で 指摘した ように、 預言者と 直接 面識の ある いわゆる 
第一 世代の ムス リムで ある。 これに 対して 第二 世代 は教 友の 誰かと 面識の 
。 ある 厶 スリムを いう。 アラビア 語では tabi’i 複数は tabi'un である 



ところで 厶ル サルの 伝承とは、 伝承の 鎖が 最後の 伝承 者から 第二 世代の 人々 
にまで さかのぼる だけで、 預言者との 中 間に 教 友の 名が 挙げ 6 れ ていない も 
ので ある。 従って ムス ナ ドより 価値は 低い が、 ほかに 異なる 伝承の 鎖が あれ 
。 ば 信憑性は一 段と 高まる とされて いる 


第 33 の 伝承 

アツ バースの 息子 ー アツ ラーよ 彼ら 両名を 嘉 した まえ一 の 権威に よれば、 ア 
ツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 はこう 言われた 

。 とのこと である 


人々 が 望む だけの ものを 与えられる とするならば 、彼らは 他人の 財産 や 生命 
まで 要求す るだろう。 ただし 要求す る 者には 明らかな 証拠が 必要で あり、 拒 

。 絶す る 者には 誓いが 必要で ある 1 

アル バイ ハキ ー等は この 伝承を このまま 伝えて いる。 また この一 部は 2 つの 『 

。 サ ヒー フ』 2 中に 記載され ている 


:註 

。 要求す る 側、 拒否す る 側い ずれに も 正しい 根拠がなければ ならない の 意、 
。 アル ブ ハーリー、 厶 スリムの 伝承 集成の 題名 丫 


第 34 の 伝承 

アブー， サイード. アルフ ドリーー アッ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威に よ 

。る。 彼は 伝えて いる 


私は アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 がこう 言 

。 われる のを 聞いた 



お前たち の 誰でも、 悪行 1 を 見かけた 6 自分の 手で それを 変える ようにす るが 
よい。 それが できなければ 自分の 舌で。 それ もで きなければ 心で。 だが それ 
。 しかで きない 者は、 もつ とも 信仰の 弱い者 2 


。 これは 厶 スリムの 伝えて いる 伝承で ある 


:註 

。 忌むべき こと 宗教 的 観点から 避けられるべき こと」 の 意 、 
。原文では 最後の 場合は 信仰心の 最も 弱い 現れ といった 意 Y 


第 35 の 伝承 

アブー. フライ ラー アツ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて 

〇 いる 

。 アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 は 言われた 

たがいに 妬み あつて はいけ ない。 値を つり 上げ あつても いけない。 憎しみ あ 
い、 背を 向け あつても ならない。 値を 下げ あつても ならない。 アツ ラーの 下 
僕たちよ、 お前たち はたが いに 兄弟で なければ ならない。 ムス リムた る 者は 
他の 厶 スリムの 兄弟な の だから。 兄弟を 虐げたり、 見捨てたり、 騙したり、 
軽蔑して はならない。 敬虔 さは ここに あるの だ。 一こう いいなが 6 御 使いは 

自分の 胸を 三度 指差された一 

一人前の 男に とつて、 ムス リムの 兄弟を 軽蔑す るな どと いう ことは、 悪行 以 
外の 何であろう か。 すべての ムス リムは 他の ムス リムに とり 侵すべからざる 
。 ものである。 彼の 血 も、 財産 も、 名誉 も 

。 これは 厶 スリムに よって 伝えられた 伝承で ある 


第 36 の 伝承 



アブー. フライ ラー アツ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威に よれば、 預言者一 
。 アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 はこう 言われた とのこと である 

信者から この 世の 悩みを一 つで もとり 除いた 者には、 アツ ラーが 審判の 日の 
悩みを一 つと り 除いて 下さる だろう。 気の毒な 人を 優しく 面倒 見た 者には 1、 
アツ ラーが 現世 と 来世で 優しく 面倒を 見て 下さる。 ムス リムを あつく 庇護し 
た 者には、 アツ ラーが 現世と 来世で あつい 庇護を 与えて 下さる。 アツ ラーは 
その 下僕が 兄弟を 助ける かぎり 彼に 援助の 手を さしのべられる。 また 知識を 
求めて 道を 歩む 者には、 アツ ラーが 平坦な 楽園への 道を 用意して 下さる 2。 ア 
ツ ラーの 家の 1 つに 集まっ て アツ ラーの 書を 朗読し 3、 たがいに それを 学び あ 
う 者たち の 上には、 かならず 静けさが 訪れ、 慈悲が 彼らを つつみ、 天使たち 
にと り 囲まれた 彼らの 名は、 アツ ラーが 自ら の 近み に とどめ おく 者 4 として 読 
みあげられる であろう。 自分の 行ないで 道 5 を 進めない 者は、 血筋を もってし 

。 て も 急ぎ 行く ことは できない 

。 厶 スリムは この 伝承を、 このままの 形で 伝えて いる 


:註 

。 原文は 生活に 苦しむ 人を 楽に してやる 者には」 の 意、 
。 原文は 「楽園への 道を 容易に して 下さる」 の 意 Y 


r 

アツ ラーの 家は 例えば マ スジ ドを 指す。 アツ ラーの 書は ク ルアー ン」 のこ 

〇 と 

。 アツ ラーは 気に入られた 者を 自分の 側に とどめ おかれる t 
。 例えば 楽園への 道。 


第 37 の 伝承 




アツ バースの 息子ー アツ ラーよ 彼ら 両名を 嘉し たまえ一 の 権威に よる。 彼は 
至大 至高の 主が 預言者ー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 に 語られ 
たこと として、 預言者 からこの 伝承 1 を 聞いて いる。 栄誉 かぎりなき 至高の 主 

。 はこう 申された 

アツ ラーは さまざまな 善行、 悪行を 定め、 ついで それを 詳しく 説明され た。 
そして 善行を しようと 思つ たが それを 果 さなかつ た 者の ためには、 完全な 善 
行を 1 つ 行なつ たものと 〔帳簿に〕 書きと め、 善行を しようと 思いたち それを 
実行した 者の ためには 善行を 10、 その 700 倍、 さらには それ 以上 行なつ たもの 
として 書きと める。 また 悪行を 思いた つたが、 それを 実際に 行なわな かつた 
者の ために も、 完全な 善行を 1 つ 行なつ たと 書きと める が、 悪行を 思いたち そ 
。 れを 実行した 者には、 悪行を 1 つ 行なつ たと 書きと める だけで ある 

これは、 アル ブ ハーリーと 厶 スリムの 2 人が このままの 形で おのおのの 『サヒ 
。 ー フ』 中に 記載して いる 伝承で ある 


:註 

。 これ も聖 なる 伝承で ある。 第 24 の 伝承 註 (1) 参照 ヽ 


第 38 の 伝承 

アブー. フライ ラー アツ ラーよ 彼を 嘉し たまえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて 

〇 いる 

アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 は 言われた。 

。 至高の アツ ラーは ころ 申された 

私の 友に 敵意を 示す 者には、 自分は 誰に 対しても 戦いの 宣言を する。 私の 気 
に 入る ことを して 私に 近づこうと 望む 下僕 1 は、 自分に 課された 宗教 的 義務を 
きちんと 果す こと だ。 定められた 義務 以外の 良い 行ないに 努める 下僕は、 ま 
すます 私に 近づき、 ついには 私の 愛を かちうる であろう。 そして 私が 彼を 愛 
する ようになれば、 私は 彼の 聞く 耳、 彼の 見る 眼、 彼の 打つ手、 彼の 歩く 足 



となろう。 彼に 願い ごとが あれば 私は かな 6 ず 叶え、 彼が 避難所を 求めれば 
。 かならず それを 用意して やる だろう 

。 この 伝承は、 アル ブ ハーリーの 伝えて いるもの である 


:註 

。 アツ ラーの 下僕、 つまり ムス リムの こと、 


第 39 の 伝承 

アツ バースの 息子ー アツ ラーよ 彼ら 両名を 嘉し たまえ一 の 権威に よれば、 ア 
。ツ ラーの 御 使い ー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 は 言われた 

アツ ラーは 私の ために、 私の 民の 過ち、 怠慢、 気の りの なさを お赦し 下さつ 

〇 た 

イブ ン- マージ ヤ、 アル バイ ハキ ー等に よって 伝えられた 優れた 伝承で ある 


第 40 の 伝承 

ウマルの 息子 1— アツ ラーよ 彼ら 両名を 嘉 した まえ一 の 権威に よる。 彼は 伝え 

。 ている 

アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 は、 私の 肩に 

。 手を かけて 言われた 

。 この 世に おいては、 異邦人 か 旅人の ように 暮らせ 2 


また ウマルの 息子 1— アッ ラーよ 彼ら 両名を 嘉し たまえ一 は、 よく 次の ような 

。 言葉を 口にして いた 



朝には タ ベを 期待す るな 3。 夕 べには 朝を 期待す るな。 病い のために 健康を 
。 ふりあて、 死の ために 生を ふりあてよ 

。 この 伝承は アル ブ ハーリーが 伝えて いる 


:註 

。 第 2 の 伝承 中 (1) 参照、 

。 束の間の 現世に 執着せ ず、 永遠の 生で ある 来世に こそ 執着せ よ Y 


r 

善行を一 日 延ばしに しては ならない。 朝 思い立つ たこと を 夕方 すれば よいな 
どと 後回しに しては ならない。 この 伝承は 全て 善行を 主題と している。 「病の 
ために • • • は 次のように 解釈され る。 健康な 時には 樣 々な 宗教 的 義務を 
きちんと 果たす ことが 出来る。 だから その 間に 来世の 報奨を 期待で きる 善行 

。 を 積んで おけ 


第 41 の 伝承 

アム ル • イブ ヌ =ル= アースの 息子 • アブー. ムハンマド. アブ ドツ ラー フー 
。 アツ ラーよ 彼ら 両名を 喜した まえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて いる 

。 アツ ラーの 御 使い ー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 は 言われた 

愛着まで もが 私の もたらし たものに 相応しく ならない かぎり、 本当の 信者と 

。 はいえない 1 


これは、 『キタ ーブ =ル= フ ッジ ャ』 2 からと つた 正しい 鎖を 持つ 正しく 優れ 

た 伝承で ある。 3 




:註 


愛着と 訳した 語 hawan は、 愛情、 欲望、 快楽 等の 意味が ある。 愛着は 訳語で 
も一 番控 えめな もの。 とにかく それは 人間 の 意志で 統御 しにくい ものである 
が、 愛着まで が イス ラーム 精神に かなつ ていない 限り、 本当の 信者とは 言え 

。 ない の 意 

Y 

アブ =ル= カー シム • イス マー イー ル • イブ ン* ムハンマド • アル = イス ファ 
。 ハーニー 〔ヒ ジュラ 暦 535 年 没〕 の 著書。 証明の 書の 意 

r 

著書、 アンナ ワウ ィーは 本書の 題名を 40 の ハ デ ィース としてい るが、 更に 

。 2 つの 伝承を 付け加え ている 


第 42 の 伝承 

。 アナスー アツ ラーよ 彼を 嘉 した まえ一 の 権威に よる。 彼は 伝えて いる 

私は アツ ラーの 御 使いー アツ ラーよ 彼に 祝福と 平安を 与えた まえ一 がこう 言 

。 われる のを 聞いた 

。 至高の アツ ラーは 申された 1 

アー ダムの 息子よ 2、 お前が 私を 呼び 求め、 私に 〔心から〕 願う かぎりは、 お 
前の しでかした ことを 赦 し、 大目にみ て やろう。 アー ダムの 息子よ、 お前の 
罪が 空の 雲に 届く 程で あつても、 私に 赦 しを 求めさえ すれば お前を 赦 してや 
ろう。 アー ダムの 息子よ、 お前が この 地球と 同じ ほどの 大罪を 犯して 私のと 
ころに やつて きても、 私の 姿を 見て 私に 似た ものは 存在 しないと 思うな 6、 

。 それ 3 と 同じ 赦 しを 与えて やろう 


これは アツ テイ ル ミズ イーに より 伝えられて いるが、 彼に よれば 正 しく 優れ 

。 た 伝承で ある 



:註 


。 これ も聖 なる 伝承で ある。 第 24 の 伝承 註 (1) 参照、 

Y 

アー ダムは 人類の 始祖と いわれる アダムの こと。 アー ダムの 息子は アー ダム 
。 の裔、 すなわち 個々 の 人間を 指す 

。 それは 地球を 指す。 アツ ラーの 赦 しの 寛大 さを 示す 伝承で あるで 
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